
様式３ 

会   議   録 
 

 □全部記録  ■要点記録 

１ 会 議 名     平成２７年度 第２回夢前地域審議会 

２ 開催日時     平成２７年７月１３日（月曜日） 午後２時～午後４時１５分 

３ 開催場所     夢前事務所 ３階 多目的室 

４ 出席者名   

・夢前地域審議会委員  中塚和夫、松浦鉃昭、青井知子、赤松照子、大江廣明、大角正義、 

衣笠愛之、草別貞子、國光健一、清水敬造、鈴木信義、関 晄子、 

壷坂敏子、田路健輔、田路裕子、永安浩三、本郷貴之、松川伸彦、 

椴木一人、吉川洋子 

以上２０名（会長及び副会長を除き５０音順 敬称略） 

・オブザーバー     東影 昭議員  

・本 庁        舟引総務局長、坂田総務部長、則政地域調整課長、澤部係長、 

            田中市民会館館長 

・事務局（夢前事務所） 松本所長、井上副所長、谷口課長補佐、河西主任 

                      

５ 傍聴の可否及び傍聴人数   傍聴可（２人）  傍聴人数（０人） 

６ 議題又は案件及び結論等 

 １ 報告事項 

 ２ 平成２７年度答申に向けての審議 

３ その他 

７ 会議の全部内容又は進行記録 

詳細については別紙参照 

 

地域審議会委員署名             

地域審議会委員署名             
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総務局長 

 

総務部長 

 

司 会 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

市民会館 

（開会宣言） 

ただ今から平成２７年度第２回夢前地域審議会を開催させていた

だきます。 

 

（配付資料の確認） 

１ 次第   ２ 出席者名簿   ３ 配席表 

４ 第１回夢前地域審議会会議録 

 

（総務局長挨拶） 

 

（総務部長挨拶） 

 

それでは審議に移ります。 

地域審議会の設置に関する協議第８条第２項の規定により、会長

が議長を務めることとなっております。中塚会長よろしくお願いし

ます。 

 

それでは、議長を務めさせていただきます。 

 

（定足数の確認） 

地域審議会の設置に関する協議第８条第３項の規定により半数以

上の委員の出席が必要 

委員２１名中２０名が出席のため、会議は成立 

  

（会議録署名人の指名） 

 姫路市地域審議会運営規則第９条第２項の規定により、壷坂敏子

委員と田路裕子委員を指名。 

 

審議に入る前に、次第「２報告事項」について、前回審議会で質

問のあった夢前地域の高齢化についての説明並びに、市民センター

の改修について報告をお願いします。まず市民会館から市民センタ

ーについて説明を受けます。 

  

（市民センターについて田中館長より説明） 
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会 長 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

ただ今の説明について、ご意見・質問はございませんか。 

 

 つづいて、高齢化等について事務局より説明を受けます。 

 

（高齢化について説明） 

 

ただ今の説明について、ご意見・質問はございませんか。 

 

（質疑なし） 

 

次第「３ 平成２７年度答申に向けての審議」について、意見交

換を行います。 

 

《意見交換》 

 

現在山之内地区では防災マップづくりを進めているころですが、

ＡＥＤの設置個所が山之内診療所のみとなっており、診療所は休診

が多く鍵がかかっているため緊急な対応ができないので、別に駐在

所などにも設置できないか。 

先日の豪雨で現在小畑との道路が通行止めになっている状態にあ

り、小畑住民が山之内防災倉庫を使用することが困難となっている。

このような場合には、近隣の莇野地区の資材を使用できる体制づく

りが必要である。 

避難所で安否確認用の電話を設置されていますが、あくまで有線

であるため、山之内は倒木等の影響により断線して孤立する可能性

が高いため、衛星電話を設置できないか。 

 

ＡＥＤが使用できないような状況では、地域にとっては大変な問

題である。担当部署に確認します。 

防災倉庫及び衛星電話については、昨年も地域の実情に即応した

整備の推進ということで答申のなかで記載していますが、それを具

体化したものだと思いますので、今年の答申のなかで地域の実情に

即応できるのか等を議論していただいたらよいものと思います。 



平成 27年度第 2回夢前地域審議会 会議録                            

   別紙 3/7 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 答申のなかで表現できるよう、みなさんの協力をお願いします。 

 

自転車事故が急増しているが、県道市道とも自転車歩道が完備さ

れているところは少なく危険なため、中高生の登下校が安全・安心

して行えるよう通学路を優先して整備してもらいたい。 

 

この問題については、要望での選択として扱いたいですが、よろ

しいか。 

 

 要望でお願いします。 

 

新市建設計画の時に１０年間の人口予測推移が出ていたように思

うが、その数値と現状との差異はどうなのか。 

人口減と高齢化が異常に進んでいるが原因はどうなのか。また、

どの地域に多いのか、分かればお願いします。 

それに対し、これからどういう対策が必要なのか協議しなくては

いけない。 

 

合併前の旧夢前町総務課で作成した人口推計資料によりますと、

人口は推定より減っています。他の率はほぼこの枠のなかに入る数

字ですが、高齢化も推計より少し進んでいるかも知れません。 

校区ごとの就学児童ですが、平成 26年の資料によりますと減少率

の多いところでは古知で 10年間に半数近く減少することとなりま

す。上菅でも減少していますが、緩やかであっても全体的に減少の

傾向にあります。 

対策については、全国的に共通した問題ですので、たいへん難し

い問題であると考えます。地勢的な面が大きく、交通網での違い等々

をどのように、補っていくか地域の課題として議論していただきた

いと思います。 

 

産業廃棄物最終処分場の建設予定地を買い上げるとの声が出てい

ますが、進捗はどうなっていますか。できるなら、教育並びに住民

の心に潤いができる施設を建設していただきたい。 



平成 27年度第 2回夢前地域審議会 会議録                            

   別紙 4/7 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

会 長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 以前にも報告いたしましたが、その後進捗しているような話は聞

いていません。ただ、３月の議会のなかでも、今年度に北部農山村

地域活性化の計画作成に着手し、その中で活用方法を検討していく

ような答弁がありました。 

 

高齢化で管理できなくなった農地をどう守るのかまた、維持・有

効活用についてどう取り組んでいくか答申するべきではないか。 

 

防災マップは避難所・土砂災害・中播磨等それぞれ用途ごとにた

くさんあり、もっと地域に密着したものが必要ではないか。 

スマートインターチェンジが開通することにより、アクセス道路

として姫路からの南北線の整備が必要であるが、東西線で菅生の方

面からの整備も必要なのでお願いしたい。 

 

 答申の内容のなかで協議したい。 

 

バスの助成はあるが、使用することが少ない。コミュニティバス

はどうなったか。 

 

 コミュニティバスの導入については、これまで各地域で検討され

ましたが利用者数あるいは経費面の問題、また既存の路線バスとの

競合整理の仕方、地形的な問題等のなかで非常に難しく、現代に至

っているのではないかと思われます。飾東町・香寺町が社会実験を

実施しましたが、本格運行にはなっていません。 

 

中学生が少なくなり自分の思うクラブ活動ができなくなってきて

いるため、地域内の中学校が協力して活動ができるようにしてほし

い。 

 

他校との練習試合などはよくありますが、日常的に他校と共同し

てやっているというのはあまり例がないように思います。今後もっ

と意見を重ねていただきたいと思います。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

前之庄にスーパーがなくなり生鮮食品を買うところが福崎町か置

塩まで行かないと買えない。山之内地域にとっては遠方まで行かな

いと買えない状況で活力をそがれている感がある。 

観光面で雪彦山での登山事故が大変多いように思われるが、年間

で何件ぐらいあるのか。また、安全対策をどのように考えられてい

るか。 

 

買い物のできるスーパーについては、スーパーではございません

が、コープ神戸が移動販売を展開しているように聞いております。 

 生活の拠点であったところにスーパーがなくなり大変不便であ

り、遠方まで行かないと買えない状況で高齢化等により交通面に支

障があるなど厳しい状況ですが、答申の中では難しい部分がありま

す。 

雪彦山での事故ですが、年によっても違いますが、5件から 10件

程の事故があって救急隊が出動しているものと記憶しています。 

雪彦山は自然鉱物でもともと危険な場所でありますから、ハード的

な安全対策は難しいですが、雪彦山遭難対策協議会があり、ホーム

ページで滑落事故或いは転落事故等のあった場所・状況を掲載した

り、今年度登山口にルート図と併せて事故の発生した危険な所が分

かる看板を設置予定であります。人気が出るにつれて、軽装で登ら

れる方が増えていますので、大変厳しいことばで注意喚起を行うよ

う看板にいれることとしています。 

 

くれさかのゴミ焼却場について施設の老朽化のことを考える時期

にきているが、誰も取り上げない。このことも考えておかないと、

遠方まで運ぶとなると、当然処理に係る経費が増えることとなる。

くれさかが長持ちする方法も考えなくてはいけないが、ある日突然

に何処にということもあり得るので対策を十分考えておかないとい

けない。 

 

懸念していることを入れるかどうか次回以降も議論が必要であり

ます。 

 

防災マップはすべての自治会で作成されているのか。 
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副会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

防災は日頃から地図で危険地域を確認しておいたり、災害時要援

護者の支援策を考えておかないといけない。 

 

 地域によっても違いますが、地元に自主防災組織があり地元で災

害時要援護者の資料を作成して、災害時の担当も決まっています。 

 

北部農山村地域活性化計画をいつごろからされるのか。県の方で

は地域創生部というのが立ち上がりまして来年度から部にいろいろ

な予算が付きます。各市町でも国から地域創生の部局をつくるよう

通知があったと思いますが、姫路市の状況はどうですか。その辺が

これからの夢前町などの中山間地をどうやっていくのか地域創生の

いろいろの意見を吸い上げていただいて、施策に反映されていくの

ではないかと思っています。 

 

北部農山村地域活性化については、本年度基本計画に着手すると

のことで産業局において現在鋭意作業中であると思われます。 

 地域創生については、市長公室内にそれぞれの部署がございまし

たが、この７月の組織再編によりまして、地域創生を担当する直接

のセクションをつくって対応を進めているところでございます。 

 いずれも作業計画については、時間的にかかる部分もあると思い

ます 

 

 今までも毎年答申にでていますが、有害獣で金網柵の補助及び支

援が数年前から比べると格段とよくなりましたが、要望も多くなり

10％の削減があると聞いて少し残念な気がします。予算的なことで

すからやむを得ないところもありますが、継続していただきたいの

と、駆除のほうでも地域に時期と捕獲予定頭数の通知はあるが、駆

除の実績報告はない。猟銃の取り扱い並びに猟師の高齢化などの事

情で難しくなっているのは理解していますが、より一層の手だてを

お願いしたい。 

 

 新市建設計画の事業進捗について、殆どが計画どおり進んでいる

ように思いますが、平成 26年度までの実績によりますと道路の新設

工事に多数の未実施が見受けられます。合併特例債の適用が 5 年延
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事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

オブザーバー 

（東影議員） 

 

会長 

 

 

 

司 会 

長することもあり、今後の実施は見込まれるのかお尋ねいたします。 

 

 前回の資料で区分に「事業中」「完了」と記載されているところに

空白のあった事業のことの指摘だと思いますが、費用対効果で厳し

い路線、長い路線事業で一体的に改善するのが非常に困難であり効

果が少ない路線、計画のなかで、開発団地があったり観光施設が整

備されたりして実現が難しい状況になっている路線、地権者の同意

が得られなかった路線で実施に至っていません。 

 

 （本日の意見についてまとめの報告） 

 

 次第「４ その他」について、何かありますか。 

 

（平成 27年 7月 25日の夢さきふるさとまつりのご案内） 

（菅野サービスセンターの仮移転のお知らせ及び菅野サービスセ

ンターで盗難被害があったことについて説明） 

 

それではここで公務ご多忙の中、本日の審議会に出席いただいて

おります東影議員から本日の審議内容についてご意見をいただきた

いと思います。東影議員よろしくお願いいたします。 

 

本日の審議内容についてコメント。 

 

 

どうもありがとうございました。 

本日予定しておりました内容は以上です。平成２７年度第２回夢

前地域審議会を閉会いたします。 

 

会長、長時間ありがとうございました。 

次回の地域審議会については、会長、副会長と調整し、決定しだ

いご案内しますので、よろしくお願い申し上げます。 

本日は、長時間、ありがとうございました。 

 


